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本論文は、フランスの作家・思想家であるジョルジュ・バタイユにおける知や思考の問題を

エロティシズムの問題と結びつけることによって、彼の思想を古代ギリシャから連綿とつづく

哲学の営みのうちに位置づけることを試みるものである。 

従来、バタイユの思想は、その鍵語のひとつが知に否定辞を冠した「非‐知〔non-savoir〕」

であることによって、知的作用を否定するもの、知や思考を根絶するものとして理解される傾

向があり、それゆえに「恍惚＝脱自〔extase〕」や「過剰〔excès〕」といった彼の他の鍵語もま

た知的なものとは異なる系列に属すものだと考えられてきた。こうした読み筋の妥当性を補強

するために、先行研究においてはバタイユ自身による既存の哲学に対する批判が取り上げられ

るとともに、「私は哲学者ではなく聖人
、、

であり、おそらくは狂人だ」という『省察＝瞑想の方

法』（1947 年）における文言が彼の思想的立場を表明するものとして殊更に強調されてきたき

らいがある。そのため、彼の思想はミシェル・フーコーやジャン゠リュック・ナンシーらに代

表される現代フランスの哲学者たちに多大な影響を与えながらも、哲学史の正統な流れのなか

に位置づけられることのないまま論じられてきた。 

しかしながら、近年ではボヤン・マンチェフやフランコ・レッラなどによってバタイユの哲

学的思考を評価する機運が高まっており、そのなかでは彼をひとりの哲学者として明確に規定

する動きもみられるようになっている。また、1950 年代に行われた「非‐知」にかんする一連

の講演や当時の草稿におけるバタイユ自身の記述に依拠すれば、自らを哲学者ではないとする

上記の記述に反するかのように、「笑いの哲学〔philosophie du rire〕」や「非‐知の未完了の体

系〔système inachevé du non-savoir〕」といったかたちで「私の哲学〔ma philosophie〕」そのも

のを構想していたことがはっきりと読み取れるのである。したがって、バタイユを反哲学の思

想家として規定することはできず、彼自身の哲学的思考がいかなるものなのか、そしてそれが

いかなる点において既存の哲学と対立し、あるいはまたそれとの親和性をもつものなのかを検

討する必要がある。そのような検討をとおしてはじめて、私たちはバタイユと他の哲学者たち



との関係図式を描き出すことが可能となるのだ。 

こうした観点から、本論文はバタイユの哲学的思考を支えている核心部を詳らかにするため

に、まさしく彼の思想における思考の問題を取り上げる。というのも、バタイユ思想の代名詞

とも言える「非‐知」は、その名称が私たちに与える印象とは反対に、知の否定ではなく、ひ

とつの知、ひとつの特異な思考を意味する術語であることが講演「死の教え」（1952 年）で明

かされているからである。言い換えれば、バタイユ思想とは知一般とは異なるものを論じた思

想ではなく、既存の知の在り方を拡張するような仕方で、知について極限まで思考することを

促した思想なのだ。そしてそれは、彼にとって積極的な意味での「哲学」だったのである。そ

れゆえ本論文では、第一部「非‐知と思考」において、まず「非‐知」という鍵語の内実を概

念知との対比のなかで明らかにし（第一章）、つづいて「非‐知」の萌芽を『ドキュマン』期

の低次唯物論のなかに見出し（第二章）、さらにはバタイユがコジェーヴを経由して受容した

ヘーゲル哲学と「非‐知」の不可分な関係を精査することで（第三章）、「非‐知」が概念把

握や意味規定や同一化を絶えず脱ぎ捨てていく脱ぎ去りの思考
、、、、、、、

とでも呼ぶべきものであるこ

とを明らかにする。これを受けて第二部「思考とエロス」では、『省察＝瞑想の方法』に登場

する「私は娼婦がドレスを脱ぐように思考する」という一節を導きの糸とし、バタイユのテク

ストにおける娼婦のフィギュールがいかなる点で「非‐知」という思考の運動と重なるものな

のかを、エロティック小説『マダム・エドワルダ』（1941 年）の作品分析をも織り交ぜながら

考察する（第四章）。そして最後に、バタイユの「非‐知」の思考が「知を愛し求める」とい

う哲学的エロスの運動そのものであることを、ナンシーのバタイユ解釈やプラトンのテクスト

を介するとともに、バタイユ自身の記述からも論証を行うことで明らかにする。それによって

私たちは、バタイユの「非‐知」の思考、つまりは私たちが脱ぎ去りの思考
、、、、、、、

と呼ぶものを、「哲

学すること」の哲学史のなかに位置づけることが可能となり、バタイユと他の哲学者たちとの

力動的な関係を描き出すことができるようになるのである（第五章）。 

以上の考察をとおして明かされるのは、「非‐知」の思考が脱所有化ないし脱我有化を特徴

とする思考であり、それは知が知そのものを絶えず乗り越えていく運動を備えている、という

ことである。したがって「非‐知」とは、性愛的な意味でのエロスではなく、過剰や超出運動、

そして不充足を基礎とする哲学的エロスに結びつくものであり、そのような意味でバタイユに

とっての「哲学すること」そのものなのである。このようにして本論文は、バタイユ思想にお

ける思考のエロティシズムを炙り出すことによって、バタイユ思想研究におけるほかならぬ哲

学的転回を表明するものとなるのである。 

 


